
　
米
の
作
柄
を
占
う「
作
だ
め
し
」に

も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
深
谷
地
区
に
あ
る「
作
見
の
井
戸
」

で
は
、た
ま
る
水
の
多
い
少
な
い
で
、そ

の
年
の
作
柄
を
占
い
ま
す
。井
戸
の
深

さ
は
３・３
メ
ー
ト
ル
あ
っ
て
、そ
こ
に
２・

４
メ
ー
ト
ル
た
ま
っ
て
い
れ
ば
、豊
作
に

な
る
と
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
サ
ク
ミ
コ
ブ
シ
」の
木
に
白
い

花
が
た
く
さ
ん
咲
け
ば
、こ
れ
も
豊
作

の
し
る
し
。「
ヤ
ジ
」と
呼
ば
れ
る
山
あ

い
の
湿
地
に「
ハ
ヌ
キ
」の
花
が
咲
い
た

時
も
、作
柄
が
よ
い
と
言
い
ま
す
。さ
ら

に「
マ
ン
サ
ク
」の
花
で
言
え
ば
、上
向

き
に
咲
く
と
作
柄
が
悪
く
、下
向
き
に

咲
く
と
作
柄
が
よ
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
ち
ょっ
と
昔
の
人
達
は
、「
今
年
の
米

作
り
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
」と
心
配
を

し
な
が
ら
、春
ま
だ
早
い
野
山
の
花
を

通
し
て
、自
然
に
問
い
か
け
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。あ
る
い
は
経
験
を
重
ね
る

中
で
、気
候
の
変
化
の
予
兆
を
と
ら
え

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
現
在
、

避
難
に
よ
る
中
断
を
乗
り
越
え
、再
び

米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
達
が
い

ま
す
。ど
う
か
今
年
も
、お
い
し
い
お
米

が
村
で
た
く
さ
ん
穫
れ
ま
す
よ
う
に
。

いいたて
    ライフ

豊
作
を
期
す
「
作
だ
め
し
」

つながるアルバム
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右
・
作
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左
・
マ
ン
サ
ク
の
花

ちょっと
　昔の

その９

身近な話題を
お届けします。
皆さんからの
情報もお待ち
しています。

　１月13日、きつつきの会（川俣地
区飯舘自治会／齋藤政行会長・
前田）の新年会が、土湯温泉のホ
テルで開かれました。会には菅野
村長や、菅野村議会議長らも招
かれ、自治会活動に協力する東
京電力福島復興本社のスタッフな
ども合わせて約60人が参加。平
成24年の発足以来、困難を乗り
越え行ってきたさまざまな活動を振
り返り、今後についても意見を交
わし、きずなを深めていました。

これまでを振り返りながら親
交を深めた皆さん。夕食前に
は記念写真を撮りました

　12月26日、富山県から浄土真宗
の僧侶・門徒の皆さんが来村し、交
流センター「ふれ愛館」で、村民と共
に餅つき会を行いました。この餅つき
会は、「せめてお供え餅を」との想い
から始まった支援で、震災の年から
毎年12月末に、避難先の仮設住宅
等で実施されてきました。支援開始
から８年目の今回、初めて村の中で
行うことになり、これまで避難先で交
流していた人も駆け付けて、再会を
喜び合っていました。参加者からは、
「避難していたことを思うと、こうし
て村で高岡の人達と一緒にお餅つ
きができることがうれしい」という声
があがっていました。

　村が進める村民の自分史事業。20人の
自分史を１冊にまとめた本が完成しました。
２月に贈呈式を行い、20人の方々に本をお
渡しする予定です。（１月２５日現在）

き    つつきの会 きずな深める新年会  

道具はすべて高岡から
持参とのこと！「こね
どり」も飛び入りです

８  年目の餅つき会を村内で

完
成
し
た
ば
か
り
の
本
を

「
い
い
た
て
新
春
の
つ
ど

い
」
の
会
場
で
お
披
露
目

し
ま
し
た
（
左
の
写
真
）

自
分
史
集「
飯
舘
村
に
生
き
て 

20
人
の
足
跡
」が
完
成

たくさんの年賀状をありがとう

　村公式キャラクター・イイタネちゃん宛に約120
通の年賀状が届きました。「あけましておめでと
う」のあいさつに、「がんばってね」「応援してい
ます」などのメッセージも。イイタネちゃんの似顔
絵を描いたものもたくさんありました。
　年賀状を受け取ったイイタネちゃんは、大喜
び。早速、お返事を出していたようです。お送り
いただいた皆様、ありがとうございました。今年
もイイタネちゃんをよろしくお願いします。
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